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漢
点
字
の
散
歩
（
二
十
二
）

岡
田

健
嗣

漢
点
字
紹
介
（
五
）

４
．

漢
点
字
の
ご
紹
介

第
一
基
本
文
字
の
近
似
文
字

｢

近
似
文
字｣

は
、
基
本
文
字
の
一
つ
で
す
。｢

近
似｣

と
は
、

形
が
似
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
漢
字
の
要
素
で
あ
る
形
に
着

目
し
て
考
え
ら
れ
た
漢
点
字
で
す
。
漢
字
の
形
は
、
よ
く
似
て

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
由
来
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
形

が
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
意
味
も
近
接
す
る
も
の
が
あ
り

お
詫
び
訂
正

前
回
ご
紹
介
し
た
第
一
基
本
文
字
（
一
マ
ス
漢
点
字
）
、

（

）
の
「

火
」
に
つ
い
て
、
ご
説
明
に
不
足
が
あ
り
ま

36
し
た
。

〈
ま
た
「

」
は
、
連
火
ま
た
は
列
火
（
四
つ
点
）
を
表

し
ま
す
。
連
火
は
、
火
を
燃
や
し
て
煮
炊
き
す
る
形
を
表
し

て
、
「
火
」
に
由
来
す
る
部
首
で
す
。
〉

〈
例
：

然

点

烈
〉

以
上
の
文
言
と
例
字
を
追
加
し
ま
す
。

ま
す
。
従
っ
て
「
近
似
文
字
」
に
も
、
意
味
的
に
は
関
わ
り
の

薄
い
文
字
も
あ
れ
ば
、
大
変
近
接
し
た
文
字
が
あ
り
ま
す
。

「
近
似
文
字
」
は
、
二
マ
ス
で
表
さ
れ
る
漢
点
字
で
す
。
そ

れ
に
は
一
マ
ス
目
に
「

・
・

」
が
置
か
れ
て
、
二
マ
ス

目
に
本
体
の
漢
点
字
符
号
が
置
か
れ
る
も
の
と
、
一
マ
ス
目
に

漢
点
字
符
号
が
置
か
れ
て
、
二
マ
ス
目
に
「

・
・

」
の

符
号
が
置
か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
第
一
基
本
文
字
に
形
の
似
た
「
近
似
文
字
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

木
の
近
似
文
字

（
１
）

未

ミ

い
ま
だ

こ
の
文
字
は
木
の
先
端
、
梢
を
表
し
て
、
「
木
」
の
上
部
に

点
を
加
え
た
形
の
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
「
木
」
の
形
を
残

し
て
二
マ
ス
目
に
「

」
を
加
え
て
、
「

」
で
表
し
ま

す
。
部
首
と
し
て
他
の
文
字
を
構
成
し
ま
す
。

例
：

味

魅

昧

（
２
）

本

ホ
ン

も
と

こ
の
文
字
は
、
木
の
根
元
を
表
し
て
、
「
木
」
の
下
部
に
点

を
加
え
た
形
の
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
「
木
」
の
形
の
後
ろ

に
「

」
を
加
え
て
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

体

鉢

－ １ －



田
の
近
似
文
字

（
３
）

由

ユ
ウ

ユ

よ
し

こ
の
文
字
の
形
は
「
田
」
の
縦
の
線
が
上
に
突
き
出
た
形
で

す
。
こ
の
文
字
の
形
は
「
田
」
と
は
異
な
っ
て
、
液
体
を
入
れ

る
容
器
を
象
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
「
田
」
の
形
に

「

」
を
加
え
て
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

宙

抽

笛

油

釉

（
４
）

曲

キ
ョ
ク

ま
が
る

ま
げ
る

こ
れ
は
「
由
」
の
縦
の
線
を
二
本
に
し
た
形
の
文
字
で
す
。

「
田
」
の
文
字
に
は
由
来
し
ま
せ
ん
。
竹
を
削
っ
て
曲
げ
て
作

っ
た
籠
を
象
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
「
田
」
に
「

」
を

加
え
て
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

目
の
近
似
文
字

（
５
）

真

シ
ン

ま
こ
と

こ
の
文
字
は
「
目
」
の
形
を
構
成
要
素
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
目
」
に
は
由
来
し
ま
せ
ん
。
漢
点
字
で
は
一
マ
ス
目
に

「

」
を
置
い
て
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

慎

鎮

心
の
近
似
文
字

（
６
）

必

ヒ
ツ

か
な
ら
ず

こ
の
文
字
は
「
心
」
の
近
似
文
字
で
す
。
「
心
」
に
右
斜
め

の
線
を
重
ね
た
形
の
文
字
で
す
が
、
「
心
」
と
は
異
な
っ
た
文

字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
一
マ
ス
目
に
「
心
」
を
置
き
、
二
マ

ス
目
に
「

」
を
置
い
た
か
た
ち
で
す
。

例
：

泌

秘

密

蜜

（
７
）

正

セ
イ

シ
ョ
ウ

た
だ
し
い

こ
の
文
字
は
「
止
」
の
上
に
一
を
置
い
た
形
の
文
字
で
す
。

漢
点
字
で
は
「

」
で
表
し
ま
す
が
、
ご
覧
の
よ
う
に
近
似

文
字
の
原
則
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
例
：

政

証

征

症

②

漢
数
字
お
よ
び
そ
の
近
似
文
字

漢
点
字
の
漢
数
字
は
、
点
字
の
数
字
の
表
記
に
準
拠
し
て
い

ま
す
。

点
字
の
数
字
は
、
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
の
点
字
表
の
一
列
目

（
上
四
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ
）
の

個
の
点
字
符
号
に
「
数

10

符
」
と
呼
ば
れ
る
点
字
符
号
「

」
を
前
置
す
る
こ
と
で
表
さ

れ
ま
す
。１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

た
と
え
ば
、
「
１
，
２
３
４
，
５
６
７
，
８
９
０
」
と
い
う

数
字
の
表
記
は
、
「

」
と

な
り
ま
す
。

－ ２ －



漢
数
字
に
も
同
様
の
考
え
方
を
採
用
し
ま
し
た
。
数
符
に
当

た
る
「
漢
数
符
」
は
「

」
で
す
。
こ
の
符
号
が
前
置
さ
れ
た

漢
点
字
は
、
漢
数
字
で
す
。
そ
し
て
漢
数
字
の
本
体
の
点
字
符

号
に
は
、
終
点
で
あ
る
「

」
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

（
１
）

一

イ
チ

ひ
と
つ

（
２
）

二

ニ

ふ
た
つ

（
３
）

三

サ
ン

み
つ

み
っ
つ

（
４
）

四

シ

よ
つ

よ
っ
つ

（
５
）

五

ゴ

い
つ
つ

（
６
）

六

ロ
ク

む
つ

む
っ
つ

（
７
）

七

し
ち

な
な
つ

（
８
）

八

ハ
チ

や
つ

や
っ
つ

（
９
）

九

キ
ュ
ウ

ク

こ
こ
の
つ

（

）

〇

ゼ
ロ

10
＊
（

）
の
「

〇
」
は
、
本
来
の
漢
数
字
で
は
あ
り
ま

10

せ
ん
。
縦
書
き
の
文
章
で
は
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
を
、
し
ば

し
ば
漢
数
字
で
算
用
数
字
と
同
様
に
表
記
さ
れ
ま
す
。

例
：

電
話
番
号

東
京
都
庁
代
表
：

〇
三
‐
五
三
二
一
‐
一
一
一
一

→
横
浜
市
役
所
代
表
：

〇
四
五
‐
六
七
一
‐
二
一
二
一

→

＊
漢
数
字
の
「
十
」
は
、
第
一
基
本
文
字
の
「

」
で
す
。

漢
数
符
は
前
置
さ
れ
ま
せ
ん
。

（

）

百

ヒ
ャ
ク

も
も

11
「

」
は
、
漢
数
字
の｢

百｣

を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。

（

）

千

セ
ン

ち

12
「

」
は
、
「
千
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。

例
：

舌

話

活

（

）

万

マ
ン

よ
ろ
ず

13
「

」
は
、
「
万
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
こ
の
文

字
は
、
漢
数
字
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
広
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

（

）

億

オ
ク

14
「

」
は
、
「
億
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
こ
の
文

字
は
六
書
で
は
形
声
文
字
で
す
が
、
漢
点
字
で
は
基
本
文
字
と

し
ま
し
た
。

（

）

兆

チ
ョ
ウ

き
ざ
し

き
ざ
す

15
「

」
は
、
「
兆
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
こ
の
文

字
は
漢
数
字
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
広
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

例
：

跳

逃

桃

近
似
文
字

（

）

丸

ガ
ン

ま
る

ま
る
い

16
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こ
の
文
字
は
「
九
」
に
点
を
加
え
た
形
で
す
。
そ
こ
で

「
九
」
の
近
似
文
字
と
し
ま
し
た
。
一
マ
ス
目
に
「

」
を
置

き
、
二
マ
ス
目
に
本
体
の

」
を
置
き
ま
し
た
。

（

）

意

イ

こ
こ
ろ

17
こ
の
文
字
は
「
億
」
の
近
似
文
字
で
す
。
文
字
の
成
り
立
ち

か
ら
し
ま
す
と
、
「
億
」
は
「
意
」
に
人
偏
を
加
え
た
形
声
文

字
で
す
の
で
、
「
意
」
を
基
本
文
字
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
「
億
」
を
漢
数
字
と
し
ま
し
た
の
で
、
「
意
」
を
そ
の

近
似
文
字
と
し
ま
し
た
。
一
マ
ス
目
に
「

」
を
置
い
て
、
二

マ
ス
目
に
「
億
」
の
本
体
「

」
を
置
き
ま
し
た
。

例
：

憶

臆

（

）

元

ガ
ン

ゲ
ン

も
と

18
こ
の
文
字
は
「
兆
」
の
近
似
文
字
で
す
。
「
兆
」
は
「
儿
」

（
ひ
と
あ
し
）
に
似
た
形
で
す
の
で
、
「
儿
」
の
上
に
漢
数
字

の
二
が
置
か
れ
た
形
の
「
元
」
を
、
近
似
文
字
と
し
ま
し
た
。

例
：

完

院

冠

③

複
合
文
字
（
１
）

複
合
文
字
と
字
式

こ
こ
ま
で
第
一
基
本
文
字
と
漢
数
字
の
二
つ
の
基
本
文
字
を

ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
基
本
文
字
が
二
つ
・
三
つ
組
み

合
わ
さ
れ
て
、
さ
ら
に
別
の
文
字
が
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

「
複
合
文
字
」
と
呼
び
ま
す
。

と
こ
ろ
で
基
本
文
字
と
さ
れ
た
文
字
に
も
、
幾
つ
か
の
要
素

の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
た
文
字
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

こ
の
基
本
文
字
は
、
六
書
で
い
う
「
象
形
文
字
」
や
「
指
事
文

字
」
と
全
て
重
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
「
会
意

文
字
」
や
「
形
声
文
字
」
に
分
け
ら
れ
る
文
字
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
基
本
文
字
で
構
成
さ
れ
る

「
複
合
文
字
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、

「
字
式
」
と
呼
ば
れ
る
表
現
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

漢
点
字
は
、
一
マ
ス
・
二
マ
ス
・
三
マ
ス
の
点
字
符
号
で
漢

字
の
形
を
表
現
す
る
点
字
の
漢
字
体
系
で
す
。
と
こ
ろ
が
漢
字

の
構
成
要
素
は
重
層
的
で
す
。
従
っ
て
漢
点
字
の
符
号
か
ら
漢

字
の
構
成
を
読
み
取
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
漢
点
字
の
創
案
者
の
川
上
泰
一
先
生
は
、

加
減
乗
除
や
括
弧
の
類
を
使
用
し
て
、
漢
字
の
構
成
要
素
の
配

置
を
数
式
の
要
領
で
表
現
す
る
こ
と
を
考
え
つ
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
字
式
」
で
す
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
基
本
文
字
の
う
ち
で
、
二

つ
以
上
の
構
成
要
素
か
ら
成
る
文
字
の
字
式
を
ご
覧
に
入
れ

て
、
こ
の
後
の
「
複
合
文
字
」
も
、
字
式
を
示
し
な
が
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

漢
字
の
構
成
は
、
左
に
置
か
れ
る
も
の
を
「
偏
、
右
に
置
か

－ ４ －



れ
る
も
の
を
」
「
旁
」
、
上
に
置
か
れ
る
も
の
を
「
冠
」
、
下

に
置
か
れ
る
も
の
を
「
脚
」
と
呼
び
ま
す
。
さ
ら
に
外
側
を
覆

う
も
の
を
「
構
え
」
、
左
斜
め
下
に
降
り
る
も
の
を
「
垂

れ
」
、
左
側
に
位
置
し
な
が
ら
文
字
の
下
に
流
れ
る
も
の
を

「
繞
」
と
呼
び
ま
す
。

字
式
で
は
そ
の
配
置
を
、
「
＋
」
で
左
右
の
並
び
を
、

「
／
」
で
上
下
の
並
び
を
、
「
＞
」
で
「
構
え
」
や
「
垂
れ
」

の
中
に
囲
ま
れ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「
・
」
は
、
上
下

に
並
ん
で
、
し
か
も
く
っ
つ
い
た
関
係
を
表
し
ま
す
。

な
お
全
て
の
部
首
に
名
前
が
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
字
式
の
表
記
に
は
カ
ナ
文
字
や
括
弧
の
説
明
を
付

加
し
ま
す
。
字
式
内
の
括
弧
は
、
〝

〟
を
使
用
し
ま
す
。

ま
た
「
ツ
ワ
冠
」
は
「
学
」
の
冠
を
、
「
や
ね
」
は
三
角
の
屋

根
を
、
「

」
は
連
火
（
四
つ
点
）
を
表
し
ま
す
。

以
下
、
第
一
基
本
文
字
と
漢
数
字
に
現
れ
た
、
複
数
要
素
の

漢
字
の
字
式
で
す
。

系

＝

丶
（
点
）
・
糸

家

＝

ウ
冠

／

豕
（
い
の
こ
）

宿

＝

ウ
冠

／

佰

佰

＝

人
偏

＋

百

学

＝

ツ
ワ
冠

／

子

語

＝

言
偏

＋

吾

吾

＝

五

／

口

都

＝

者

＋

お
お
ざ
と

者

＝

老
い
冠

＞

日

食

＝

や
ね

／

良

仁

＝

人
偏

＋

二

私

＝

禾
偏
（
ノ
木
偏
）

＋

厶

進

＝

し
ん
に
ょ
う

＋

隹
（
ふ
る
と
り
）

石

＝

厂
（
が
ん
だ
れ
）

＞

口

病

＝

病
垂
れ
（
や
ま
い
だ
れ
）

＞

丙

店

＝

广
（
ま
だ
れ
）

＞

占

占

＝

卜
・
口

分

＝

八
頭
（
は
ち
が
し
ら
）

／

刀

性

＝

立
心
偏

＋

生

囲

＝

囗
（
く
に
が
ま
え
）

＞

井

正

＝

一
・
止

億

＝

人
偏

＋

意

意

＝

音

／

心

音

＝

立

／

日

以
上
が
、
複
数
の
要
素
を
持
つ
、
第
一
基
本
文
字
と
漢
数
字

の
字
式
で
す
。

複
合
文
字
（
１
）

ウ
冠
を
含
む
文
字

（
１
）

安

ア
ン

や
す
い

や
す
ら
か

－ ５ －



ウ
冠

／

女

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
ウ
冠
を
、
「

」
で
女
を

表
し
ま
す
。
ウ
冠
と
女
を
、
横
に
配
置
し
ま
し
た
。

熟
語
：

（
安
心
）

易
（
安
易
）

価

（
安
価
）

不

（
不
安
）

（
２
）

案

ア
ン

安

／

木

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
「
安
」
を
、
「

」
で

「
木
」
を
表
し
ま
す
。
二
マ
ス
に
収
め
る
た
め
に
、
ウ
冠
の
符

号
を
省
き
ま
し
た
。

熟
語
：

外
（
案
外
）

内
（
案
内
）

（
思
案
）

山

（
案
山
子
）

（
３
）

完

カ
ン

ま
っ
と
う
す
る

ウ
冠

／

元

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
ウ
冠
を
、
「

」
で
元
を

表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
完
走
）

成
（
完
成
）

（
４
）

院

イ
ン

こ
ざ
と
偏

＋

完

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
こ
ざ
と
偏
を
、
「

」
で

完
を
表
し
ま
す
。
ウ
冠
を
省
略
し
ま
し
た
。

熟
語
：

（
学
院
）

（
病
院
）

（
５
）

字

ジ

あ
ざ

ウ
冠

／

子

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
ウ
冠
を
、
「

」
で
子
を

表
し
ま
す
。

熟
語
：

文

（
文
字
）

字
引
（
字
引
）

（
６
）

宗

シ
ュ
ウ

ソ
ウ

む
ね

ウ
冠

／

示

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
ウ
冠
を
、
「

」
で
示
を

表
し
ま
す
。

熟
語
：

教
（
宗
教
）

派
（
宗
派
）

（
宗
門
）

（
７
）

宝

ホ
ウ

た
か
ら

ウ
冠

／

玉

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
ウ
冠
を
、
「

」
で
玉
を

表
し
ま
す
。

熟
語
：

物
（
宝
物
）

（
七
宝
）

木
を
含
む
文
字

（
８
）

林

リ
ン

は
や
し

木
偏

＋

木

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
木
を
表
す
「

」
を
二
マ
ス
に
置

－ ６ －



き
、
始
点
と
終
点
を
付
け
た
形
で
す
。
木
が
ま
ば
ら
に
生
え
て

い
る
様
子
を
象
っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

野
（
林
野
）

山

（
山
林
）

（
森
林
）

（
９
）

森

シ
ン

も
り

木

／

林

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
木
を
、
「

」
で
数
字
の

３
、
３
本
の
木
を
表
し
て
い
ま
す
。

熟
語
：

（
森
林
）

（
森
閑
）

（

）

相

ソ
ウ

シ
ョ
ウ

あ
い

10

木
偏

＋

目

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
木
偏
を
、
「

」
で
目
を

表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
相
談
）

（
相
手
）

（

）

想

ソ
ウ

お
も
う

11

相

／

心

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
相
を
、
「

」
で
心
を
表

し
ま
す
。
目
を
省
略
し
ま
し
た
。

熟
語
：

念
（
想
念
）

像
（
想
像
）

（
思
想
）

（

）

休

キ
ュ
ウ

や
す
む

12

人
偏

＋

木

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
人
偏
を
、
「

」
で
木
を

表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
休
日
）

憩
（
休
憩
）

（
連
休
）

（

）

来

ラ
イ

く
る

き
た
る

13

（
字
式
は
省
略
）

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
来
の
旧
字
体
で
あ
る
來
に
従
っ
て
い

ま
す
。
「

」
は
木
を
、
「

」
は
人
の
形
を
表
し
ま
す
。
た

だ
し
こ
の
人
の
形
は
人
を
意
味
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
実
っ
た

麦
の
穂
を
象
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
形
の
人
を
取
っ
て
符

号
に
し
ま
し
た
。

熟
語
：

（
来
訪
）

客
（
来
客
）

到

（
到
来
）

＊
「
来
、
來
」
の
字
式
は
、
や
や
複
雑
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
は
割
愛
し
ま
し
た
。

禾
（
ノ
木
を
含
む
文
字
）

（

）

委

イ

ゆ
だ
ね
る

14

禾
（
ノ
木
）

／

女

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
禾
を
、
「

」
で
女
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

（
委
員
）

－ ７ －



（

）

季

キ

す
え

15

禾
（
ノ
木
）

／

子

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
禾
を
、
「

」
で
子
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

（
季
語
）

節
（
季
節
）

（

）

和

ワ

や
わ
ら
ぐ

16

禾
（
ノ
木
）
偏

＋

口

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
禾
を
、
「

」
で
口
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

解
（
和
解
）

平

（
平
和
）

（

）

秘

ヒ

ひ
め
る

17

禾
（
ノ
木
）
偏

＋

必

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
禾
を
、
「

」
で
必
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

密
（
秘
密
）

神

（
神
秘
）

力
を
含
む
文
字

（

）

加

カ

く
わ
え
る

18

力

＋

口

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
力
を
、
「

」
で
口
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

算
（
加
算
）

参

（
参
加
）

（

）

賀

ガ

19

加

／

貝

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
加
を
、
「

」
で
貝
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

年

（
年
賀
）

（
祝
賀
）

（

）

協

キ
ョ
ウ

か
な
う

20

十

＋

力
／
“
力
＋
力
”

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
十
を
、
「

」
で
「
力
／

“
力
＋
力
”
」
を
表
し
ま
す
。
力
を
一
つ
だ
け
用
い
ま
し
た
。

熟
語
：

（
協
力
）

同
（
協
同
）

儿
（
ひ
と
あ
し
、
元
の
あ
し
）
を
含
む
文
字

（

）

兄

ケ
イ

キ
ョ
ウ

あ
に

21

口
・
儿
（
ひ
と
あ
し
）

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
口
を
、
「

」
で
儿
（
ひ

と
あ
し
）
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

弟
（
兄
弟
）

大

（
大
兄
）

（

）

祝

シ
ュ
ク

い
わ
う

ほ
ぐ

22

示
偏

＋

兄

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
示
偏
を
、
「

」
で
兄
を

表
し
ま
す
。
口
を
省
略
し
ま
し
た
。

熟
語
：

（
祝
賀
）

辞
（
祝
辞
）

－ ８ －



（

）

況

キ
ョ
ウ

い
わ
ん
や

23

さ
ん
ず
い

＋

兄

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
さ
ん
ず
い
を
、
「

」
で

兄
を
表
し
ま
す
。
口
を
省
略
し
ま
し
た
。

熟
語
：

情

（
情
況
）

（

）

見

ケ
ン

み
る

24

目
・
儿
（
ひ
と
あ
し
）

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
目
を
、
「

」
で
儿
（
ひ

と
あ
し
）
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

は

に
（
百
聞
は
一
見
に
）

（

）

視

シ

み
る

25

示
偏

＋

見

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
示
偏
を
、
「

」
で
見
を

表
し
ま
す
。
儿
（
ひ
と
あ
し
）
を
省
略
し
ま
し
た
。

熟
語
：

（
視
点
）

凝

（
凝
視
）

田
を
含
む
文
字

（

）

男

ダ
ン

ナ
ン

お
と
こ

26

田

／

力

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
田
を
、
「

」
で
力
を
表

し
ま
す
。
田
畑
を
耕
す
男
性
を
意
味
し
ま
す
。

熟
語
：

（
男
性
）

（
男
女
）

（

）

畑

は
た

は
た
け

27

火
偏

＋

田

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
火
を
、
「

」
で
田
を
表

し
ま
す
。
水
田
に
対
し
て
畑
地
を
意
味
す
る
国
字
で
す
。

熟
語
：

（
田
畑
）

地
（
畑
地
）

（

）

細

サ
イ

ほ
そ
い

こ
ま
か
い

28

糸
偏

＋

田

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
糸
偏
を
、
「

」
で
田
を

表
し
ま
す
。
こ
の
文
字
の
田
の
形
は
、
新
生
児
の
頭
蓋
骨
の
泉

門
を
象
っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

部
（
細
部
）

詳

（
詳
細
）

（

）

思

シ

お
も
う

29

田

／

心

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
田
を
、
「

」
で
心
を
表

し
ま
す
。
こ
の
文
字
の
田
の
形
も
、
新
生
児
の
頭
蓋
骨
の
泉
門

を
象
っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

（
思
想
）

沈

（
沈
思
）

（

）

胃

イ

30

田

／

肉
月

こ
の
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
で
田
を
、
「

」
で
肉
月
を

表
し
ま
す
。
こ
の
文
字
の
田
の
形
は
、
食
べ
た
も
の
が
充
満
し

た
胃
袋
を
象
っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

腸
（
胃
腸
）

袋
（
胃
袋
）

－ ９ －



点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
七
九
）

盲
学
校
・
ろ
う
学
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

三)

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

午
後
は
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
後
に
行
っ
て
い
る
貸
出
と
絵

本
・
紙
芝
居･

歌
を
行
う
た
め
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
東

京
清
風
園
に
向
か
っ
た
。
い
つ
も
は
自
転
車
で
行
く
の
だ
が
、

そ
の
日
は
三
人
で
お
よ
そ
三
十
分
の
道
の
り
を
途
中
錦
糸
町
の

駅
前
を
通
っ
て
様
々
な
お
店
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
歩
い
て
行

っ
た
。
東
京
清
風
園
で
本
の
出
張
貸
出
を
は
じ
め
た
の
は
一
九

九
七
年
か
ら
で
、
初
め
の
頃
は
よ
く
本
を
読
ま
れ
る
お
年
寄
り

が
十
名
近
く
お
り
、

様
々
な
本
が
良
く
借

り
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
そ
う
し
た
利
用

者
が
亡
く
な
り
、
そ

の
後
に
入
所
し
て
く

る
方
は
介
護
度
の
高

い
方
が
多
く
、
次
第

に
本
を
読
む
方
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
二
〇
〇
二
年

Ｍさんの手品

か
ら
本
の
貸
出
だ
け
で
は
な
く
、
紙
芝
居
や
歌
を
交
え
た
催
し

物
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
場
所
は
二
階
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

フ
ロ
ア
を
使
い
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
て
い
る
方
と
入
所
者
の

方
は
二
階
に
降
り
て
き
て
頂
い
て
四
十
分
程
の
催
し
を
行
う
。

当
日
の
催
し
物
は
始
め
に
紙
芝
居
の
「
ど
く
の
は
い
っ
た
か

め
」
、
次
に
同
じ
く
紙
芝
居
の
「
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
う
」
、
も
う
一

つ
紙
芝
居
を
上
演
し
た
後
、
一
九
五
〇
年
代
の
街
頭
紙
芝
居

｢

γ
（
ガ
ン
マ
）
彗
星
団
」
を
上
演
し
た
。
い
つ
も
は
紙
芝
居

だ
け
で
は
な
く
、
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
な
ど
が
そ
の
間
に
入
る
の
だ
が
、
そ
の
日
は
た
ま
た
ま
全

て
が
紙
芝
居
と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。

そ
の
後
は
恒
例
の
手
品
が
五
分
程
行
わ
れ
た
。
手
品
を
演
じ

て
下
さ
る
の
は
、
Ｍ

さ
ん
と
い
う
川
口
に

お
住
ま
い
の
八
〇
歳

近
い
男
性
で
、
江
東

区
を
中
心
に
落
語
な

ど
を
行
っ
て
い
る
楽

笑
会
と
い
う
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
て
い
る

方
だ
。
こ
の
楽
笑
会

が
年
に
二
回
開
い
て

い
る
公
演
で
客
演
し

た
こ
と
の
あ
る
府
中

紙芝居を見るＫさんとＳさん

－ １０ －



市
立
図
書
館
に
勤
務
す
る
女
性
講
談
師
の
Ｉ
さ
ん
か
ら
Ｍ
さ
ん

を
紹
介
し
て
頂
き
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
毎
月
清
風
園
で
手
品
を

し
て
下
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｍ
さ
ん
の
手
品
は
と
て
も
好
評

で
清
風
園
の
皆
さ
ん
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い

る
。
そ
の
日
は
ま
ず
短
い
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
手
品
に
始
ま
り
、

次
は
大
き
な
ト
ラ
ン
プ
の
手
品
、
続
い
て
今
度
は
長
い
ロ
ー
プ

の
手
品
、
そ
し
て
リ
ン
グ
の
手
品
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
Ｍ
さ

ん
は
と
て
も
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
語
り
口
で
話
し
を
し
な
が
ら
手

品
を
な
さ
る
の
で
驚
き
と
共
に
笑
い
が
絶
え
ず
お
年
寄
り
も
心

か
ら
手
品
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
ま
で
で
お
よ
そ
四
〇
分
の
時
間
が
経
過
し
、
い
よ

い
よ
最
後
の
歌
の
時
間
に
な
っ
た
。
ま
ず
は
じ
め
に
清
風
園
の

皆
さ
ん
に
Ｋ
さ
ん
を
紹
介
し
、
Ｋ
さ
ん
の
伴
奏
で
「
う
み
」
を

歌
っ
た
。
続
け
て
Ｔ

さ
ん
と
の
ピ
ア
ノ
連

弾
で｢

憧
れ
の
ハ
ワ
イ

航
路
」
、
そ
し
て
最

後
は
先
月
か
ら
始
ま

っ
た｢

鉄
道
唱
歌
」
の

二
回
目
で
、
こ
の
日

は
七
番
の
鎌
倉
八
幡

宮
か
ら
横
須
賀
を
経

て
一
一
番
の
大
磯
ま

で
を
歌
っ
た
。
こ
の

憧れのハワイ航路の練習

｢

鉄
道
唱
歌
」
は
十
一
ヶ
月
か
け
て
東
海
道
の
終
点
神
戸
ま
で

歌
い
継
ぐ
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

歌
の
時
間
が
終
わ
っ
て
再
度
皆
さ
ん
に
Ｋ
さ
ん
を
紹
介
す
る

と
満
場
の
拍
手
が
Ｋ
さ
ん
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
恒
例
の
紙
芝

居
を
や
っ
て
頂
い
た
演
者
と
手
品
師
の
Ｍ
さ
ん
を
紹
介
し
、
こ

の
日
の
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
終
了
し
た
。

帰
り
も
再
び
三
人
で
歩
い
て
緑
図
書
館
ま
で
歩
い
て
帰
っ
た

が
、
Ｋ
さ
ん
と
一
緒
に
歩
く
立
教
大
学
の
Ｓ
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ぶ

り
も
板
に
付
い
て
き
た
。

図
書
館
に
帰
っ
た
あ
と
歓
談
し
な
が
ら
Ｋ
さ
ん
は
お
昼
に
習

っ
た
独
楽
の
折
り
紙
を
要
領
よ
く
折
り
は
じ
め
た
。

当
日
の
Ｋ
さ
ん
の
日
誌
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「
今
日
一
日
は
昨
日
と
違
っ
て
、
大
分
慣
れ
、
不
安
と
緊
張
は

ピ
ア
ノ
以
外
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
さ
な
子
供
の
た
め
の
お
話
会
で
は
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
は
緊
張

し
ま
し
た
が
、
緊
張
し
す
ぎ
な
い
程
度
で
よ
か
っ
た
で
す
。
で

す
が
、
伴
奏
の
途
中
で
、
間
奏
の
部
分
や
最
後
の
部
分
を
弾
き

忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
悔
し
く
感
じ
ま
し
た
。

清
風
園
で
の
伴
奏
で
は
、
連
弾
と
い
う
滅
多
に
で
き
な
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
が
、
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
を
最
後
ま
で
覚

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
し
く
思
い
ま
す
。

今
日
は
大
勢
の
方
と
お
会
い
し
、
中
々
名
前
を
覚
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
明
日
大
勢
の
方
と
お
会
い
し
て
も
落

ち
着
い
て
よ
り
沢
山
の
名
前
を
覚
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
」

－ １１ －



「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
例
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
１
０
年

月

日
（
水
）

：

～

59

10

13

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

こ
の
秋
に
新
た
に
漢
点
字
入
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
計

画
し
た
が
、
各
新
聞
社
が
紙
面
づ
く
り
を
大
幅
に
変
更
し
、
募

集
記
事
を
掲
載
す
る
紙
面
が
減
ら
さ
れ
た
よ
う
で
、
本
会
の
依

頼
に
は
応
え
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
秋
は
こ
れ

を
断
念
し
て
、
新
た
に
来
春
２
月
開
催
を
目
指
し
て
、
公
募
を

掲
載
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
を
探
す
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
講
習
会
で
は
、
最
初
か
ら
、
Ｑ
Ｘ
の
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
。

月

日
に
会
員
の
お
三
方
が
、
横
浜
の
羽
化
の
皆
様
に
、

10

15

点
字
印
刷
の
操
作
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
に
行
っ
て
く
だ
さ

っ
た
。
点
字
印
刷
も
時
間
が
許
す
限
り
何
方
で
も
で
き
る
よ
う

に
順
次
習
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
話
し
合
っ
た
。

朝
日
新
聞
毎
週
土
曜
の
朝
刊
連
載
の
、
高
橋
睦
郎
（
む
つ

お
）
著
、
『
花
を
ひ
ろ
う
』
を
点
字
印
刷
で
き
る
よ
う
に
、
岡

田
さ
ん
が
最
終
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
っ
た
後
、
木
村
も
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
各
週
の
フ
ァ
イ
ル
を
つ
な
げ
る
。

北
原
白
秋
の
歌
集
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
も
完
成
し
た
。
こ
れ

で
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ス
ム
ー
ズ
に
は
じ
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
準
備
が
整
え
ら
れ
た
。

次
に
寺
山
修
司
の
歌
集
を
入
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た

が
、
こ
れ
は
文
字
が
非
常
に
小
さ
い
の
で
、
拡
大
コ
ピ
ー
し
て

い
た
だ
く
。

こ
れ
ま
で
に
、
入
力
は
で
き
て
い
る
が
、
校
正
が
出
来
上
が

っ
て
い
な
い
も
の
を
、
順
次
完
成
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
。

な
お
、
「
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
」
で
は
、
滞
り
な
く
全
三

回
の
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。

今
回
東
京
か
ら
点
字
印
刷
の
こ
と
で
、
横
浜
の
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会

に
、
も
っ
と
交
流
が
深
ま
る
と
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
横
浜
の

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第

回
例
会

２
０
１
０
年

月

日
（
水
）

：

～

60

11

10

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

15

30

「
羽
化

号
」
を
お
配
り
で
き
た
。

82

第
２
次
「
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
」

の
日
取
り
を
決
め
た
。

第
１
日
目
、
２
０
１
１
年
２
月
９
日
（
水
）
、(

準
備
の
た
め

午
前

時
か
ら
、
会
員
は
集
合
し
て
い
た
だ
き
た
い)

10

第
２
日
目
、
２
月

日
（
水
）
、

23

第
３
日
目
、
３
月
９
日
（
水
）

何
れ
も

：

～

：

13

30

15

30

場
所
：
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

－ １２ －



募
集
要
項
を
掲
載
す
る
た
め
に
、
各
新
聞
に
依
頼
す
る
と
と

も
に
、
他
に
メ
デ
ィ
ア
を
探
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
の
他
に
、

各
地
区
報
に
も
当
た
っ
て
見
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
行
政
が
関
わ
っ
て
い
る
内
容
に
限
っ
て
の
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
を
区
報
に
掲
載
す
る
の
で
、
こ
の
方
法
は
諦
め

た
。「

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
や
、
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
」
に
も
投
稿
す
る
こ
と
に
し
、
早
速

行
動
に
移
し
た
。
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

朝
日
、
読
売
、
毎
日
の
各
新
聞
に
、
募
集
要
項
を
投
稿
し
て

い
た
だ
い
た
。

朝
日
新
聞
連
載
の｢

花
を
ひ
ろ
う｣

(

高
橋
睦
郎
著)

の
細
か
い

打
ち
合
わ
せ
を
し
た
が
、
意
外
に
こ
れ
に
時
間
が
取
ら
れ
た
。

「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
点
字
印
刷
に
つ
い
て
：

２
０
１
０
年

月

日
（
水
、
午
後
）
、
２
０
１
１
年
１
月

12

15

日
（
水
、
午
後
）
、
２
月
と
３
月
は
ま
だ
未
定
で
す
。

19２
０
１
１
年
度
は
、
毎
月
第
三
水
曜
の
午
後
を
、
東
京
羽
化

も
、
横
浜
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
点
字
製
作
室

を
、
来
年
度
年
間
予
約
登
録
を
、
岡
田
さ
ん
が
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

皆
様
ま
す
ま
す
お
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊

予
告

月
の
例
会
（
第

回
）
、

月
８
日
（
水
）
、

：

～

12

61

12

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

15

30

第

回
学
習
会
、

月

日
（
第
３
土
曜
）

：

～

44

12

18

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

20

30

２
０
１
１
年
１
月
の
例
会
（
第

回
）
１
月

日

：

62

12

13

30

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

15

30

第

回
学
習
会
、
１
月

日
（
第
４
土
曜
）

：

～

45

22

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

20

30

２
月
の
例
会
（
講
習
会
１
日
目
を
含
む
、
第

回
例
会
）

63

２
月
９
日
（
水
）
、

：

～

：

13

30

15

30

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
月

日
（
第
３
土
曜
）

：

～

46

19

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

20

30

講
習
会
２
日
目
、
２
月

日
（
水
）

：

～

：

23

13

30

15

30

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

３
月
の
例
会
、
（
講
習
会
３
日
目
を
含
む
、
例
会
第
64

回
）
、
３
月
９
日
（
水
）

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ

13

30

15

30

ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル
、

第

回
学
習
会
、
３
月

日
、

：

～

：

47

19

18

30

20

30

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

わ
た
く
し
ご
と

わ
た
し
に
は
兄
弟
が
４
人
い
る
。
兄
３
人
と
姉
で
あ
る
。
５

組
の
夫
婦
の
う
ち
、
長
兄
が

年
前
に
、
わ
た
し
の
夫
が
一
昨

25

年
前
に
逝
き
、
残
る
３
組
の
夫
婦
と
長
兄
の
妻
を
含
め
て
８
人

は
、
ほ
と
ん
ど
年
中
行
事
の
よ
う
に
兄
弟
旅
行
を
続
け
て
い

－ １３ －



る
。も

と
も
と
、
わ
た
し
の
夫
は
体
が
弱
か
っ
た
の
で
、
こ
の
旅

行
に
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
参
加
し
て
い
な
い
。
み
ん
な
は
「
疲

れ
た
ら
車
椅
子
を
借
り
れ
ば
い
い
し
、
も
ち
ろ
ん
お
し
て
あ
げ

る
か
ら
、
一
緒
に
行
こ
う
」
と
ま
で
誘
っ
て
く
れ
た
の
だ
が
、

夫
は
テ
レ
や
で
、
そ
こ
ま
で
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
の
を
拒

ん
で
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
が
亡
く
な
っ
た
年
は
、
喪
に
服

す
と
ま
で
ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
く
は
な
い
け
れ
ど
、
旅
行
は
止
め

た
。
そ
し
て
彼
の
こ
と
を
想
い
、
ま
た
、
子
供
の
い
な
い
わ
た

し
の
た
め
に
、
皆
が
た
び
た
び
我
が
家
に
集
ま
っ
た
り
、
個
別

に
訊
ね
て
く
れ
た
り
し
て
、
互
い
に
会
う
機
会
は
多
か
っ
た
。

兄
弟
旅
行
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
長
兄
の

回
忌
の
法
事

13

で
あ
る
。
お
経
を
上
げ
て
い
た
だ
き
、
墓
参
を
し
た
そ
の
足

で
、
兄
弟
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
や
孫
も
含
め
て
、

か
な
り
多
人
数
の
、
長
兄
に
連
な
る
親
戚
が
、
揃
っ
て
熱
海
へ

行
っ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

こ
の
旅
行
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
兄
弟

だ
け
で
遠
く
で
な
く
、
せ
め
て
一
泊
二
日
の
気
軽
な
旅
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
も
う

、
５
年
、
春
で
あ
っ
た
り
、

14

秋
で
あ
っ
た
り
、
季
節
は
ま
ち
ま
ち
な
が
ら
、
た
び
た
び
小
旅

行
を
続
け
て
き
た
。

８
人
と
い
う
の
は
、
電
車
の
指
定
席
を
取
る
に
も
横
並
び
の

ボ
ッ
ク
ス
席
二
列
を
取
る
と
ま
こ
と
に
都
合
が
よ
い
。

ま
ず
ど
こ
へ
行
く
か
、
８
人
の
日
程
を
合
わ
せ
る
と
こ
ろ
か

ら
当
番
幹
事
の
仕
事
に
な
る
。
も
う
み
ん
な
若
く
は
な
い
の

で
、
あ
ま
り
遠
く
へ
は
行
け
な
い
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
一
泊

二
日
で
あ
る
か
ら
、
関
東
地
区
に
絞
ら
れ
る
。
幸
い
、
東
京
、

横
浜
、
千
葉
か
ら
集
ま
る
の
で
、
集
合
地
は
決
め
や
す
い
。

今
年
は
群
馬
県
の
水
上
（
み
な
か
み
）
。
晴
天
な
ら
ば
、
天

神
大
良
と
決
ま
っ
た
。

上
野
で
集
合
し
、
誰
が
一
番
早
く
来
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
み
は
は
じ
ま
る
。
昼
食
は
車
内
で
済
ま
せ

る
こ
と
に
し
て
、
上
野
駅
で
お
弁
当
を
買
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
上
野
か
ら
、
水
上
三
号
に
乗
車
。

水
上
駅
ま
で
２
時

間

分
。

24上
天
気
に
恵
ま
れ
、
車
窓
を
眺
め
な
が
ら
、
姉
た
ち
が
「
紅

葉
し
た
木
も
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
木
も
、
お
日
様
に
当
た

っ
て
綺
麗
だ
」
、
「
鳥
の
羽
根
の
よ
う
な
雲
が
飛
ん
で
い

る
」
、
「
あ
の
家
の
柿
が
綺
麗
だ
」
、
「
布
団
を
干
し
て
い
る

家
も
見
え
る
」
な
ど
と
い
う
の
を
聞
く
と
、
訳
も
な
く
の
ん
び

り
と
穏
や
か
な
気
分
に
な
り
気
持
ち
が
よ
い
。
や
は
り
地
上
を

走
る
電
車
は
い
い
。

今
日
は
早
め
に
ホ
テ
ル
へ
入
っ
て
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
と
食
事

と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

朝
早
く
目
覚
め
る
。
今
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
た
の
で
迷
う
こ

と
な
く
ホ
テ
ル
の
バ
ス
で
、
水
上
駅
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
い

て
、
天
神
大
良
へ
行
く
。

水
上
駅
か
ら
上
毛
バ
ス
で
土
合
口
（
ど
あ
い
ぐ
ち
）
駅
ま
で

約

分
。
わ
た
し
の
後
ろ
の
席
に
乗
り
合
わ
せ
た
カ
ッ
プ
ル
が

25
盛
ん
に
紅
葉
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
感
嘆
し
て
い
る
。
こ
ち
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ら
も
そ
の
声
に
刺
激
さ
れ
て
、
想
像
で
き
る
限
り
の
紅
葉
の
色

合
い
を
思
い
浮
か
べ
る
。
一
枚
の
葉
っ
ぱ
な
の
に
、
日
の
当
た

り
加
減
で
、
紅
は
紅
の
、
黄
色
は
黄
色
の
濃
淡
の
紅
葉
。
そ
れ

が
山
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
の

想
い
を
は
る
か
に
越
え
た
美
し
さ
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に

こ
ん
な
ふ
う
に
素
直
に
感
動
し
て
い
る
声
を
聞
い
て
い
る
の
は

う
れ
し
い
。

土
合
口
の
駅
に
着
い
た
。
も
う
こ
こ
は
標
高
５
４
７
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
だ
。

そ
こ
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
「
ふ
に
て
る
」
に
乗
っ
て
約
７

分
。
と
は
い
う
も
の
の
、
丁
度
今
乗
り
合
わ
せ
て
き
た
バ
ス
の

お
客
様
が
一
杯
で
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
る
の
に
結
構
な
時
間

が
か
か
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
は
乗
り
込
み
口
ま
で
続
く
列
の
最

後
に
並
ん
だ
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
込
む
に
は
、
こ
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
ゆ
っ

く
り
な
が
ら
動
き
続
け
て
い
る
の
で
、
ま
る
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
に
乗
り
込
む
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
は
も
ち
ろ
ん

山
を
一
望
で
き
る
よ
う
に
ガ
ラ
ス
貼
り
で
、
ど
の
位
置
か
ら
も

山
容
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
と
き
ど
き
ガ
ク
ガ
ク

ガ
ク
と
い
う
感
じ
が
足
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
多
分
そ
の
度

に
ゴ
ン
ド
ラ
の
高
さ
が
上
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
乗
客
の

「
至
仏
山
（
し
ぶ
つ
さ
ん
）
が
見
え
る
」
「
あ
れ
は
な
ん
て
い

う
山
？
」
な
ど
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
７
分
は
す
ぐ
経

っ
て
し
ま
い
、
ゴ
ン
ド
ラ
か
ら
降
り
る
の
も
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
か
ら
降
り
る
要
領
で
降
り
る
と
、
も
う
既
に
体
だ
け
が
前
の

め
り
に
先
へ
行
き
そ
う
に
な
る
。
こ
の
天
神
大
良
駅
は
標
高
１

３
１
９
メ
ー
ト
ル
の
地
点
だ
。

少
し
歩
い
て
今
度
は
ペ
ア
リ
フ
ト
に
乗
ろ
う
か
？
と
い
う
段

に
な
っ
て
、
リ
フ
ト
は
怖
い
か
ら
乗
ら
な
い
、
と
い
う
吊
り
橋

恐
怖
症
の
い
つ
も
の
二
人
。
そ
こ
で
リ
フ
ト
に
添
っ
て
い
る
な

だ
ら
か
な
山
道
を
歩
い
て
登
ろ
う
、
行
け
る
所
ま
で
歩
こ
う
と

い
う
意
見
が
ま
と
ま
り
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
始
め
た
。
最
初
は
最

近
降
っ
た
雪
の
溶
け
水
が
流
れ
て
、
い
る
の
で
、
滑
ら
な
い
よ

う
に
、
流
れ
る
水
を
よ
け
た
り
、
ま
た
い
だ
り
し
て
歩
い
た
。

「
あ
あ
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
降
り
た
と
こ
ろ
に
長
靴
が
一
杯

並
ん
で
い
て
、
〈
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
〉
っ
て

書
い
て
あ
っ
た
の
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
ね
」
と
姉
が
言
っ

た
。リ

フ
ト
に
沿
っ
た
山
道
は
、
も
と
も
と
初
心
者
用
の
ゲ
レ
ン

デ
な
の
で
、
傾
斜
は
緩
や
か
だ
。
な
る
ほ
ど
、
石
は
無
く
、
草

が
生
え
て
い
た
り
、
小
枝
が
程
よ
く
土
を
固
め
て
い
て
、
足
運

び
は
ス
ム
ー
ズ
だ
。
そ
う
言
え
ば
、
ゲ
レ
ン
デ
作
り
は
石
こ
ろ

を
取
り
除
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

普
通
の
山
道
は
形
も
大
き
さ
も
不
規
則
な
石
が
多
い
。
神
社
の

よ
う
な
と
こ
ろ
は
階
段
が
一
杯
だ
。
石
や
階
段
は
、
い
や
で
も

決
め
ら
れ
た
そ
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
足
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
け
れ
ど
も
、
少
し
急
で
は
あ
っ
て
も
坂
な
ら
ば
、
自
分

の
歩
幅
に
合
わ
せ
て
動
け
る
の
で
、
体
へ
の
負
担
は
少
な
い
。

ど
の
く
ら
い
登
っ
た
だ
ろ
う
か
。
道
が
だ
ん
だ
ん
急
坂
に
な

る
少
し
手
前
で
、
一
旦
休
憩
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
地
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面
が
乾
い
て
い
て
、
真
っ
平
ら
で
は
な
く
、
休
む
の
に
楽
な
坂

を
探
し
、
敷
物
を
敷
い
た
。
座
る
も
の
、
立
っ
た
ま
ま
の
も

の
、
そ
れ
ぞ
れ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
、
お
茶
を
飲
ん
だ
。

こ
の
先
は
急
坂
に
な
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
で
の
ん
び
り

す
る
も
の
と
、
も
う
少
し
登
ろ
う
と
い
う
二
つ
に
分
か
れ
た
。

わ
た
し
は
兄
夫
婦
と
姉
と
登
り
組
。
水
上
の
駅
の
お
み
や
げ
屋

さ
ん
に
預
け
て
き
た
荷
物
以
外
の
小
荷
物
を
、
休
憩
す
る
グ
ル

ー
プ
に
預
け
て
更
に
身
軽
に
な
っ
て
登
り
だ
し
た
。

し
っ
か
り
し
た
白
杖
は
、
そ
の
ま
ま
登
山
杖
に
な
っ
た
。
不

思
議
な
こ
と
に
、
全
山
紅
葉
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
木
は
一
杯

あ
る
だ
ろ
う
に
、
小
鳥
の
声
は
ひ
と
つ
も
聞
こ
え
な
か
っ
た
。

も
う
真
昼
の
真
っ
最
中
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
？
そ
れ

と
も
鳥
た
ち
は
冬
支
度
を
は
じ
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
う

い
え
ば
軽
井
沢
で
山
を
登
っ
て
い
た
と
き
、
登
り
は
じ
め
は
、

確
か
に
鳥
の
声
が
聞
こ
え
、
登
る
に
連
れ
て
そ
の
声
は
足
下
か

ら
聞
こ
え
、
登
れ
ば
登
る
ほ
ど
さ
え
ず
り
は
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
。
そ
し
て
、
下
っ
て
来
た
と
き
、
だ
ん
だ
ん
鳥
の
声
が
聞
こ

え
だ
し
た
の
で
、
わ
た
し
は
「
も
う
山
は
終
わ
り
で
す
ね
」
と

い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
こ
れ
は
わ
た
し
が
鳥
の
生
態
を

ま
っ
た
く
知
ら
な
い
か
ら
不
思
議
が
る
の
だ
ろ
う
。

兄
は
先
頭
を
切
っ
て
少
し
ず
つ
先
に
登
っ
て
行
く
。
と
き
ど

き
「
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
な
に
な
に
山
が
見
え
る
ぞ
」
と
か
、

「
こ
こ
は
平
ら
で
、
少
し
休
め
る
ぞ
」
な
ど
と
、
一
度
に
山
頂

を
目
指
さ
ず
、
少
し
ず
つ
登
っ
て
は
「
こ
こ
は
綺
麗
だ
、
眺
め

が
い
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
い
つ
の
間
に
か
登
ら
せ
て
く
れ

る
。
「
お
い
、
も
う
リ
フ
ト
の
終
点
だ
ぞ
」
の
合
図
に
わ
た
し

た
ち
三
人
は
「
わ
あ
ー
」
と
歓
声
を
上
げ
る
。
リ
フ
ト
の
終
点

天
神
峠
駅
は
１
５
０
２
メ
ー
ト
ル
の
地
点
だ
。

兄
の
待
つ
と
こ
ろ
ま
で
行
く
と
、
「
上
に
神
社
と
展
望
台
が

あ
る
ぞ
」
と
い
う
。
ま
た
わ
た
し
た
ち
は
登
る
。
菅
原
道
真
を

祀
っ
た
神
社
が
、
な
ぜ
か
分
か
ら
な
い
が
三
つ
も
並
ん
で
い

る
。
神
社
参
拝
用
の
清
め
の
水
が
あ
る
の
で
、
少
し
だ
け
お
水

を
飲
ん
で
か
ら
、
展
望
台
に
登
る
。

展
望
台
は
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
だ
と
い
い
、
あ
れ
は
至

仏
山
、
こ
れ
が
笠
ガ
岳
と
、
谷
川
岳
連
峰
を
望
み
見
て
、
更
に

も
う
少
し
上
に
あ
ず
ま
屋
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
富
士
山
が
眺

め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
ま
た
も
登
っ
て
行
っ
た
が
、
あ
い
に
く

今
日
は
見
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

結
局
リ
フ
ト
の
終
点
天
神
峠
よ
り
さ
ら
に
登
っ
て
恐
ら
く
１

５
２
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
地
点
に
立
っ
た
の
だ
と
思
う
。

中
腹
で
待
っ
て
い
る
４
人
の
と
こ
ろ
ま
で
や
や
急
ぎ
足
で
降

り
て
行
っ
た
。
た
だ
急
坂
な
の
で
や
た
ら
に
は
急
げ
な
い
。
登

り
の
と
き
よ
り
杖
が
有
効
に
働
い
た
。
４
人
が
待
っ
て
い
る
と

こ
ろ
ま
で
戻
る
と
、
「
も
う
少
し
降
り
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
駅

へ
行
け
ば
水
上
駅
行
き
の
バ
ス
に
丁
度
乗
れ
る
だ
ろ
う
」
と
言

う
。
な
ん
て
す
ご
い
！
バ
ス
の
時
間
は
調
べ
て
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
無
駄
な
く
行
動
で
き
た
。

お
昼
の
ご
飯
は
天
神
大
良
の
駅
に
、
そ
れ
こ
そ
眺
め
の
い
い

レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
値
段
も
高
そ
う
な
の
で
水

上
ま
で
降
り
て
、
帰
り
の
電
車
の
時
間
ま
で
ゆ
っ
く
り
使
っ
て
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食
べ
る
こ
と
に
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
駅
へ
着
く
と
姉
が
、
さ
っ
き
話
し
て
い
た

長
靴
の
並
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
れ
た
。
大
き
さ
も

３
、
４
種
類
あ
り
そ
う
だ
。
帰
り
は
待
た
ず
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

に
乗
り
込
め
た
。
土
合
口
か
ら
の
バ
ス
も
順
調
だ
。
わ
た
し
は

知
ら
ぬ
間
に
疲
れ
た
の
か
バ
ス
の
中
で
は
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

昼
食
は
水
上
駅
で
荷
物
を
預
か
っ
て
い
た
だ
い
た
お
店
の
並

び
に
あ
る
「
お
っ
き
り
こ
み
う
ど
ん
」
と
い
っ
た
か
、
お
野
菜

た
っ
ぷ
り
の
鍋
う
ど
ん
を
い
た
だ
い
た
。
熱
々
で
産
地
特
産
の

こ
ん
に
ゃ
く
や
お
芋
、
ご
ぼ
う
、
甘
い
白
菜
が
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
。
お
出
し
は
挽
肉
で
薄
味
が
わ
た
し
た
ち
の
好
み
に
あ

っ
た
。
こ
の
お
店
は
古
い
土
蔵
を
利
用
し
て
使
っ
て
お
り
、
わ

た
し
た
ち
は
丁
度
開
い
た
お
二
階
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
洋
服
や
バ
ッ
グ
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
商
品
と
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
カ
ラ

オ
ケ
の
用
意
も
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
は
地
元
の
人
た
ち
も
寄
り

合
う
の
だ
ろ
う
か
？
お
う
ど
ん
が
で
き
る
ま
で
こ
れ
ら
を
見
な

が
ら
飽
き
ず
に
待
っ
て
い
た
。

帰
り
の
電
車
の
時
刻
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
の
で
、
利
根
川

沿
い
の
遊
歩
道
を
、
川
を
下
る
形
に
散
策
し
て
か
ら
、
預
か
っ

て
い
た
だ
い
た
荷
物
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
お
み
や
げ
を
買
っ

て
さ
ら
に
荷
物
を
増
や
し
な
が
ら
も
、
後
は
電
車
で
上
野
へ
。

わ
た
し
は
そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
我
が
家
へ
直
行
。
兄
弟
た
ち

に
、
無
事
に
帰
り
着
い
た
報
告
と
お
礼
の
メ
ー
ル
や
電
話
を

し
、
持
っ
て
行
っ
た
衣
類
な
ど
を
洗
濯
し
終
わ
る
と
、
わ
た
し

の
旅
は
終
わ
る
。

最
後
に
、
兄
が
用
意
し
て
く
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
、
谷

川
岳
天
神
大
良
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
通
称
「
フ
ニ
テ
ル
」
に
つ
い

て
の
解
説
を
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
複
式
単
線
自
動
循
環

式
ゴ
ン
ド
ラ
で
、
厳
冬
期
に
も
、
強
い
風
に
も
安
全
に
輸
送
で

き
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
段
差
無
し
、
車
椅

子
で
も
安
全
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ス
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
「
フ
ニ
キ
ュ
レ
ー
（
鋼
索
鉄
道
）
」
と
、
「
テ
レ

フ
リ
ー
ク
（
架
空
索
道
）
」
の
造
語
だ
と
い
う
。

天
神
尾
根
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
と
、
冬
は
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ

ー
、
春
か
ら
夏
は
高
山
植
物
、
秋
は
紅
葉
と
、
季
節
を
問
わ
ず

楽
し
め
る
と
い
う
。
土
合
口
に
は
駐
車
場
も
あ
る
の
で
、
お
年

を
召
し
た
方
も
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
り
、
天
神
大
良
レ
ス
ト
ラ

ン
で
谷
川
岳
連
邦
を
ゆ
っ
た
り
な
が
め
な
が
ら
の
お
食
事
も
勧

め
て
い
る
。

わ
た
し
は
花
が
好
き
な
の
で
、
触
る
チ
ャ
ン
ス
は
な
か
っ
た

が
、
同
じ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
花
の
名
前
を
教
え
て
も
ら
っ

た
。な

に
よ
り
も
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
最
後
の
約
２
０

０
メ
ー
ト
ル
を
自
分
の
足
で
登
れ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
く

爽
快
で
あ
っ
た
。
大
自
然
に
抱
か
れ
る
と
い
う
の
は
な
ん
と
気

持
ち
の
よ
い
こ
と
だ
ろ
う
。２

０
１
０
年

月

日

土
曜

11

20
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東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
６
回
（
第

回
）
報
告

22

42

１

日
時

平
成

年

月

日

(

土)
22

10

23

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

５

学
習
会
内
容

連
絡
事
項

・
漢
点
字
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
新
聞
掲
載
未
掲
載
の

た
め
後
日
計
画
す
る
。

・
『
う
か

月
号
』
配
布

10

前
回
の
復
習

５

複
合
文
字
（
２
）

２
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で

構
成
さ
れ
る
文
字

（
２
）

※
「
良

（
４
・
５
の
点
と
ヤ
）
」
四
つ
、
「
艮
（
３
の

点
と
ヤ
）
」
六
つ
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
。

「
良
」
は
品
質
の
良
い
選
ば
れ
た
も
の
、
「
艮
」
は
邪
気
を

防
ぐ
よ
う
番
を
す
る
、
じ
っ
と
見
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

（

）
「
退

」

し
ん
に
ょ
う
（
ヒ
）
と
艮
（
ヤ
）
で

28

表
す
。

（

）
「
既

」

艮
と
４
・
６
の
点
で
表
わ
す
。

29
※

「
可

（
４
・
５
の
点
）
と
カ
」
を
パ
ー
ツ
と
し
て

含
む
文
字
３
つ
。

（

）
「
阿

」

こ
ざ
と
偏(

サ)

と
可(

カ)

で
表
す
。

30
（

）
「
河

」

さ
ん
ず
い(

ニ)

と
可(

カ)

で
表
す
。

31
・
「
何

（
ナ
と
カ)

」
と
何
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文

字
一
つ
。

（

）
「
何

」

人
偏
（
ナ
）
と
可
（
カ
）
で
表
す
。

32
（

）
「
荷

」

草
冠
（
ク
）
と
何
（
ナ
）
で
表
す
。

33
・
「
奇

（
大
・
ケ
と
可
・
カ
）
と
奇
を
パ
ー
ツ
と
し
て

含
む
文
字
。

（

）
「
奇

」

大
（
ケ
）
と
可
（
カ
）
で
表
す
。

34（
以
上
、
か
な
点
字
の
説
明
を
省
略
し
ま
し
た
。

詳
細
は
前
号
を
ご
参
照
下
さ
い
）

今
回
の
学
習

（

）
「
寄

」

ウ
冠
（
ウ
：
１
・
４
の
点
）
と
奇

35

（
カ
：
１
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
ウ
冠
／
奇
。
音
読
み

の
キ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
よ
り
〟
。
ウ
冠
は
屋
根
を
意

味
す
る
。
熟
語
に
〝
寄
進
〟
〝
寄
贈
〟
〝
寄
生
〟
〝
寄
席
〟

よ

せ

〝
寄
木
〟
〝
年
寄
り
〟
〝
駆
け
寄
る
〟
〝
寄
り
合
い
〟
〝
最
寄
〟

よ
せ

ぎ

も

よ
り

〝
立
ち
寄
り
〟
、
地
名
に
〝
名
寄
〟
な
ど
。

な

よ

ろ

※
「
東

（
４
・
５
の
点
と
ヒ
：
１
・
２
・
３
・
６
の
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点
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
１
つ
。

（

）
「
練

」

糸
偏
（
イ
：
１
・
２
の
点
）
と
東

36

（
ヒ
：
１
・
２
・
３
・
６
の
点
）
で
表
わ
す
。
字
式
は
糸
偏
＋

東
。
音
読
み
の
レ
ン
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
未
練
〟
〝
老
練
〟

〝
修
練
〟
〝
手
練
手
管
〟
〝
練
り
直
す
〟
〝
練
り
歩
く
〟
、
地

名
に
〝
練
馬
〟
な
ど
。

・
旁
の
部
分
〝
東
〟
に
似
た
文
字
〝
柬

（
カ
ン
、
ケ

ン
、
え
ら
‐
ぶ
）
〟
を
用
い
る
文
字
が
あ
る
。
〝
棟
（
ト
ウ
、

む
ね
）
と
楝
（
レ
ン
、
お
う
ち
）
〟
と
い
っ
た
よ
う
に
練
の
音

読
み
レ
ン
は
〝
柬
〟
か
ら
き
て
い
る
。

※
「
西

４
・
６
の
点
と
ニ
（
１
・
２
・
３
の
点
）
」

を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
４
つ
。

（

）
「
煙

」

火
偏
（
３
・
４
・
５
・
６
の
点
）
と

37

西
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
〝
火
偏
＋
西

※
〟
／
土
。
音
読
み
の
エ
ン
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
愛
煙
〟

〝
紫
煙
〟
〝
禁
煙
〟
〝
煙
管
〟
〝
狼
煙
〟
〝
発
煙
〟
〝
噴
煙
〟

し

え
ん

き

せ

る

の

ろ

し

〝
湯
煙
〟
〝
煙
火
〟
〝
煙
霧
〟
な
ど
。

・
字
式
の
※
は
前
置
の
字
に
似
て
い
る
と
い
う
意
味
を
も

つ
。（

）
「
要

」

西
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
と
女

38

（
フ
：
１･

３･

４･

６
の
点)

で
表
す
。
字
式
は
西
※
／
女
。

音
読
み
の
ヨ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
も
と
‐
め
る
〟
。

熟
語
に
〝
要
求
〟
〝
概
要
〟
〝
要
領
〟
〝
要
因
〟
〝
肝
要
〟

〝
必
要
〟
〝
重
要
〟
〝
需
要
〟
〝
主
要
〟
〝
枢
要
〟
〝
強
要
〟

〝
要
害
〟
〝
要
塞
〟
〝
要
旨
〟
〝
要
約
〟
な
ど
。

・
「
票

（
西
：
１
・
２
・
３
の
点
と
示
：
１
・
２
・
３

・
４
の
点
）
」
と
票
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字

（

）
「
票

」

西
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
と
示

39

（
ノ
：
１
・
２
・
３
・
４
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
西
※
／

示
。
音
読
み
の
ヒ
ョ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
ふ
だ
〟
。

熟
語
に
〝
原
票
〟
〝
伝
票
〟
〝
帳
票
〟
〝
集
票
〟
〝
開
票
〟

〝
得
票
〟
〝
白
票
〟
〝
満
票
〟
な
ど
。

（

）
「
標

」

木
偏
（
キ
：
１
・
２
・
６
の
点
）
と

40

票
（
ニ
：
１
・
２
・
３
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
木
＋
票
。
音

読
み
の
ヒ
ョ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
し
る
し
、
し
め
〟
。

熟
語
に
〝
標
準
〟
〝
指
標
〟
〝
座
標
〟
〝
標
本
〟
〝
標
（
表
）

札
〟
〝
道
標
（
ど
う
ひ
ょ
う
、
み
ち
し
る
べ
、
み
ち
じ
る
し
）
〟

〝
標
（
注
連
）
縄
（
し
め
な
わ
）
〟
な
ど
。

平
成

年
度

第
７
回
（
第

回
）
報
告

22

43

１

日
時

平
成

年

月

日
（
土
）

22

11

20

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

５

学
習
会
内
容

今
回
は
前
２
回
の
復
習
と
し
た
た
め
、
ご
報
告
は
割
愛
し
ま

す
。
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訳
書
紹
介
『
人
名
字
解
』

ま
え
が
き

わ
が
国
の
文
字
政
策
は
、
敗
戦
の
結
果
、
占
領
軍
の
厳
し
い

指
導
の
も
と
に
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
「
当
用
漢
字

表
」
が
発
表
さ
れ
、
当
用
漢
字
一
八
五
〇
字
の
音
・
訓
を
定

め
、
そ
の
範
囲
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
内
閣
告
示
と

し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
当
然
公
的
文

書
の
全
般
に
及
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
地
名
・
人
名

等
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
別
に
考
え
る
と
さ
れ
た
。
し
か

し
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
改
正
さ
れ
た
戸
籍
法
で

は
、
人
名
に
使
用
す
る
漢
字
を
当
用
漢
字
の
範
囲
に
制
限
し

た
。や

が
て
人
名
漢
字
を
当
用
漢
字
だ
け
に
制
限
す
る
こ
と
に
対

す
る
批
判
の
動
き
を
受
け
、
国
語
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
一

九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、
内
閣
告
示
と
し
て
「
人
名
用
漢
字

別
表
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
用
漢
字
以
外
の
九

二
字
を
人
名
用
漢
字
と
し
て
、
人
名
に
使
用
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
人
名
用
漢
字
の
問
題
は
国
語
の
問
題
に
か

左
に
『
人
名
字
解
』
（
白
川
静
著
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四

年
）
の
ま
え
が
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
書
は
、
現
在
本
会

で
漢
点
字
訳
し
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
に
納
入
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ご
精
読
下
さ
い
。

か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
戸
籍
法
等
の
民
事
行
政
と
の
結
び
つ

き
が
強
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
国
語
審
議
会
の
作
業
と
分
離

し
、
そ
の
扱
い
は
法
務
省
の
管
轄
と
さ
れ
た
。

人
名
用
漢
字
の
数
は
次
第
に
増
加
し
、
二
〇
〇
四
年
九
月
の

六
九
三
字
の
追
加
に
よ
っ
て
、
現
在
九
八
三
字
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
、
「
当
用
漢
字
表
」

に
代
わ
っ
て
「
常
用
漢
字
表
」
が
内
閣
告
示
と
し
て
発
表
さ

れ
、
常
用
漢
字
の
数
は
一
九
四
五
字
に
な
っ
た
。
こ
の
常
用
漢

字
と
人
名
用
漢
字
を
合
わ
せ
た
二
九
二
八
字
が
人
名
に
使
用
す

る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
で
あ
る
。

常
用
漢
字
と
人
名
用
漢
字
と
が
人
名
と
し
て
並
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
に
規
定
さ
れ
て
い
る
そ
の
用
法

上
の
相
違
が
、
ま
た
新
し
い
混
乱
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
「
常
用
漢
字
表
」
に
は
各
字
に
つ
い
て
音
・
訓
の
使
用
法

が
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
表
に
は
、
た
と
え
ば

雅
に
は
「
ま
さ
」
の
訓
が
な
く
て
「
ガ
」
の
音
だ
け
で
あ
り
、

「
ハ
ク
、
バ
ク
」
の
音
が
あ
る
博
に
は
「
ひ
ろ
」
の
訓
が
な

い
。
人
名
と
し
て
は
そ
の
訓
を
用
い
る
こ
と
は
普
通
の
用
法
で

あ
る
。
ま
た
一
方
、
人
名
用
漢
字
に
は
そ
の
全
体
に
音
・
訓
の

定
め
が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
音
・
訓
を
与
え
て
も
違
法
と
は
い

え
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に
法
務
省
令
に
よ

っ
て
追
加
さ
れ
た
人
名
用
漢
字
の
中
に
は
、
字
形
の
上
で
従
来

の
人
名
用
漢
字
や
常
用
漢
字
と
不
統
一
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
常
用
漢
字
と
人
名
用
漢
字
の
両
者
を

よ
り
高
次
の
立
場
か
ら
統
一
し
、
そ
の
音
・
訓
に
歴
史
的
な
使
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用
法
を
ひ
ろ
く
容
認
し
、
本
来
の
字
形
を
尊
重
す
る
方
向
で
字

形
の
整
理
を
行
う
以
外
に
解
決
の
道
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。い

ま
人
名
用
漢
字
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
考
慮

し
、
そ
の
文
字
の
原
義
を
た
ど
り
、
慣
用
の
歴
史
を
考
え
、
好

悪
を
知
る
上
に
参
考
と
な
る
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
。

人
名
は
、
そ
の
与
え
ら
れ
た
子
ど
も
の
人
格
形
成
の
上
に
、
こ

の
上
な
い
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
親
と
し
て
子

ど
も
の
幸
福
を
願
わ
ぬ
も
の
は
な
い
が
、
そ
の
名
を
選
ぶ
に
当

た
っ
て
、
そ
の
文
字
に
つ
い
て
一
応
の
知
識
を
も
た
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
そ
れ
で
、
人
名
用
漢
字
の
従
来
用
い
ら
れ
て
い

る
一
般
的
な
音
・
訓
の
用
法
に
つ
い
て
、
標
準
的
な
知
識
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
、
こ
の
書
を
編
集
し
た
。
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
な
ら
ば
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

な
お
、
人
名
用
漢
字
の
う
ち
に
は
、
常
用
漢
字
の
旧
字
形
が

一
部
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
字
の
解
説
と
用
例
に
つ
い
て
は

既
刊
の
［
常
用
字
解
］
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
お
よ
そ
半
数
の
字
の
解
説
を

白
川
静
が
担
当
執
筆
し
、
残
り
の
字
の
解
説
文
の
執
筆
と
細
部

に
わ
た
る
編
集
は
津
崎
幸
博
が
こ
れ
を
担
当
し
た
。
校
正
は
津

崎
史
も
担
当
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月

白
川

静

ご
報
告
と
ご
案
内

一

横
浜
市
長
表
彰

前
号
で
も
ご
報
告
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、

本
会
・
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
は
、
こ
の
度

横
浜
市
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

本
会
の
発
足
は
一
九
九
六
年
、
来
年
の
一
月
で
十
六
年
目
に

入
り
ま
す
。
今
回
の
表
彰
も
、
長
年
に
渡
り
活
動
に
ご
参
加
下

さ
り
、
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
様
、
並
び
に
活
動
へ

の
ご
理
解
・
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
お
力
の
賜

と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

発
足
当
初
は
、
点
字
に
漢
字
の
体
系
の
存
在
す
る
こ
と
ど
こ

ろ
か
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
語
の
点
字
が
カ
ナ
体
系
だ

け
で
あ
る
こ
と
す
ら
も
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
「
視
覚
障
害
者
に
は
漢
字
を
理
解
す
る
の
は
無
理

だ
」
と
い
う
常
識
（
現
在
も
視
覚
障
害
者
の
周
辺
の
人
々
に

は
、
固
く
信
じ
ら
れ
て
い
る
常
識
）
に
、
堅
固
な
バ
リ
ア
を
感

じ
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
十
五
年
と
い
う
年
月
は
、
思
え
ば
長
く
も
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
束
の
間
の
よ
う
に
も
感
じ
る
も
の
で
す
。
振
り
返
れ
ば
決

し
て
楽
な
活
動
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、
し
か
し
私
ど
も

に
と
っ
て
こ
の
活
動
か
ら
得
た
も
の
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
漢
点
字
を
習
得
し
た
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
、
そ
れ
ま
で
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
質
の
読
書
の
機
会

－ ２１ －



が
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
出
現
し
た
の
で
し
た
。
こ
の
活
動
が

な
け
れ
ば
、
漢
点
字
を
習
得
し
た
だ
け
で
、
カ
ナ
体
系
の
点
字

書
か
音
訳
書
、
そ
れ
も
希
望
書
で
は
な
く
点
字
図
書
館
が
製
作

す
る
お
仕
着
せ
の
本
を
、
漢
点
字
を
学
ん
だ
経
験
を
頼
り
に
、

頭
の
中
で
漢
字
に
変
換
す
る
と
い
う
、
手
探
り
の
読
書
に
終
始

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
活
動
以
前
は
そ
の
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
文
章
の
中
で
文
字
が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い

る
か
、
生
き
た
文
字
に
接
す
る
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
の
で

し
た
。

漢
字
体
系
の
点
字
で
あ
る
漢
点
字
は
、
こ
の
十
五
年
の
間

に
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
点
字
で
漢
字
が
表

せ
る
こ
と
も
、
視
覚
に
障
害
が
あ
っ
て
も
漢
字
の
理
解
に
は
障

害
は
な
い
こ
と
も
、
一
般
の
理
解
を
得
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
「
邯
鄲
の
夢
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
事
者
で
あ

る
視
覚
障
害
者
や
視
覚
障
害
者
の
周
辺
の
晴
眼
者
は
、
こ
の
漢

点
字
を
緘
黙
し
て
、
な
い
も
の
と
扱
っ
て
い
ま
す
。
試
し
に
お

近
く
の
点
字
図
書
館
か
盲
学
校
へ
行
っ
て
、
漢
点
字
に
つ
い
て

の
考
え
を
お
尋
ね
に
な
る
と
分
か
り
ま
す
。
ま
ず
何
も
応
え
て

く
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
十
五
年
以
前
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
長
表
彰
を
い
た
だ
け
た
と
い
う
こ
と

は
、
一
つ
の
弾
み
に
な
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
信
じ
た
い

も
の
で
す
。
引
き
続
い
て
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
、
御
礼
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二

『
人
名
字
解
』
の
漢
点
字
版
、
近
く
完
成

今
年
度
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
に
納
入
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
、
『
人
名
字
解
』
（
白
川
静
著
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）

の
漢
点
字
版
の
完
成
が
近
づ
き
ま
し
た
。

詳
細
は
次
号
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

三

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
、
会
員
募
集

こ
の
十
一
月
に
予
定
し
て
い
た
会
員
募
集
の
講
習
会
が
、
募

集
広
告
が
不
掲
載
の
た
め
に
、
延
期
を
止
む
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
再
度
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
程
：
２
０
１
１
年
２
月

・

、
３
月

(

水)

09

23

09：

～

：

13

30

15

30

会
場
：
港
区
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
Ｆ
、
竹
芝
小
ホ
ー
ル

申
し
込
み
：
往
復
は
が
き
で
、

〒
１
０
８
‐
０
０
７
３

東
京
都
港
区
三
田
２
‐

‐
17

45

菅
野
良
之

締
め
切
り
：
２
０
１
１
年
１
月

日
20

問
い
合
わ
せ
：
岡
田
健
嗣
（

‐
３
６
１
４
‐
９
７
５
０
）

03

四

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
こ
の
９
月
・

月
に
か
け

10

て
、
会
員
の
募
集
の
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

無
事
終
了
し
て
、
新
し
い
会
員
の
皆
様
に
は
、
活
動
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
末
永
く
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
お
力
で
、
講
習
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－ ２２ －



 

漢

文

の

ペ

ー

ジ

漢

文

の

ペ

ー

ジ

杜
子
春
（
三
）

と

し

し

ゅ

ん

ダ

シ

ム

数

年
、
恩

情

甚

篤
。
生
二

一

ヲ

カ

ニ
シ
テ

ナ
ル
コ
ト

シ

男
一

。
僅

二

歳

、
聡

慧

無
レ

敵
。

キ

ヲ

レ

フ
モ

ヘ

盧

抱
レ

児
、
与
レ

之

言

不
レ

応
。

ク
モ

ヲ

ニ

シ

多

方

引
レ

之
、
終

無
レ

辞
。
盧

イ
ニ

リ
テ

ハ
ク

ル

ノ

大

怒

曰
、
「
大

丈

夫

為
二

妻

ト

シ

ム

ク

ン
ゾ

ヒ
ン

ノ

ヲ

チ

シ

テ

所
一

レ

鄙

。

安

用
二

其

子
一

」

。

乃

持
二

ヲ

テ

ヲ

テ
バ

ニ

両

足
一

、

以
レ

頭

撲
二

於

石

上
一

、

ジ
テ

ニ

ケ

グ

ニ

応
レ

手

而

砕

、

血

濺
二

数

歩
一

。

ノ

ジ

ニ

チ

レ

子

春

愛

生
二

于

心
一

、

忽

忘
二

ノ

ヲ

エ

シ
テ

ヲ

フ

其

約
一

、
不
レ

覚

失
レ

声

云
、

「
噫
」
。

芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子
春
」
と
異
な
り
、
唐
代
の

原
作
で
は
、
い
か
な
る
苦
難
に
も
耐
え
て
声
を
た
て

な
い
杜
子
春
は
殺
さ
れ
、
あ
る
家
の
娘
に
生
ま
れ
変

わ
る
。
美
し
く
成
長
し
た
子
春
は
、
口
が
き
け
な
く

と
も
か
ま
わ
な
い
か
ら
と
、
同
郷
の
盧
珪(

ろ
け
い)

に
望
ま
れ
て
結
婚
し
た
。

数
年
、
恩
情
甚
だ
篤
し
。
一
男
を
生
む
。
僅

あ
つ

か
二
歳
に
し
て
、
聡
慧
な
る
こ
と
敵
無
し
。
盧

そ
う
け
い

児
を
抱
き
、
之
れ
と
言
う
も
応
え
ず
。
多
方
之

こ
た

を
引
く
も
、
終
に
辞
無
し
。
盧
大
い
に
怒
り
て

つ
い

こ
と
ば

曰
わ
く
、
「
大
丈
夫
妻
の
鄙
し
む
所
と
為
る
。

だ
い

じ
ょ

う
ふ

い
や

安
く
ん
ぞ
其
の
子
を
用
い
ん
」
。

い
ず乃

ち
両
足
を
持
し
て
、

頭
を
以
て
石
上
に
撲
て

こ
う
べ

う

ば
、
手
に
応
じ
て
砕
け
、

血
数
歩
に
濺
ぐ
。
子
春

そ
そ

の
愛
心
に
生
じ
、
忽
ち

た
ち
ま

其
の
約
を
忘
れ
、
覚
え

ず
声
を
失
し
て
云
う
、

い

「
噫
」
。

あ
あ

－ ２３ －



－ ２４ －

数年 、 恩 情 甚 ダ 篤 シ 。 生 ム

一 男 ヲ 。 僅 カ 二歳 ニシテ 、 聡 慧

ナルコト 無 シ 敵 。 盧 抱 キ 児

ヲ 、 与 之 レ 言 フモ 不 応 ヘ 。 多

方引 クモ 之 ヲ 、 終 ニ 無 シ 辞 。

盧 大 イニ 怒 リテ 曰 ハク 、 「 大 丈 夫

為 ル 妻 ノ 所 ト 鄙 シム 。 安

クン ゾ 用 ヒン 其 ノ 子 ヲ 」 。 乃

チ 持 シテ 両 足 ヲ 、 以 テ 頭

ヲ 撲 テ バ 於 石 上 ニ 、 応 ジテ

手 ニ 而 砕 ケ 、 血 濺 グ 数 歩

ニ 。 子春 ノ 愛 生 ジ 于 心 ニ 、

忽 チ 忘 レ 其 ノ 約 ヲ 、 不 覚

エ 失 シテ 声 ヲ 云 フ 、 「 噫 」 。

参照図書：岩波ジュニア新書
「漢文の読みかた」（奥平卓）



(横－１） － ２５ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第二十三回
４ 基本文字 （３）… 比較文字

※「東・西・南・北」

（１７） 東 トウ ひがし あずま

東の方から朝日が昇って、木の間を通して高い樹木を影にして見えて

いる形を象った文字と言われます。〝ひがし〟とは、日の出る方角を言

います。〝あずま〟と読んで、未開の地を意味して、我が国では、平安

時代から、関東地方をそう呼んでいました。漢点字では、「 」で表さ

れます。

「東京」「東海道」「東山道」「東亜」「関東」「東の方」「東下り」

（１８） 西 セイ サイ にし

篭状の鳥の巣を象った文字と言われます。鳥が日暮れに巣へ帰ること

から、日暮れに日の落ちる方角、つまり〝にし〟を意味するようになっ

たと言われます。〝にし〟は、仏教が伝来した方角であることから、浄

土のある方とされています。また現在では、欧米の西欧諸国を、「西洋」

と呼んで、中国や日本を「東洋」として相対して捕らえるようになりま

した。我が国では､｢関西｣と呼んで、箱根山の東の関東に対して、近畿地

方を中心とした地域を指しています。漢点字では、「 」で表されます。

「西洋」「西方浄土」「関西」「西の方」「西日」

（１９） 南 ナン みなみ

南向きの建物を象った文字と言われます。南に開いた建物で、暖気を

取り入れることを表しています。〝みなみ〟は、日の差す方、暖かい方、

作物の実り豊かな方の意味があります。北半球、特に北方の地域では、

建物に暖気を取り入れる工夫が欠かせませんでした。漢点字では、「 」

で表されます。

「南方」「南海道」「南極」「東南亜細亜」「南十字星」

（２０） 北 ホク きた そむ‐く

二人の人が背を向けている姿を象った文字です。そこから寒い、背を

向けたくなる方角、つまり〝きた〟を意味するようになりました。また、

背を向け合っている姿から、〝そむく〟の意味も生じました。漢点字で

は、「 」で表されます。

「北方」「北面」「北極」「北斗七星」「南船北馬」「敗北」



－ ２６ － (横－２）

※「鶴」と「亀」

（２１） 鶴 カク つる

冬、シベリアから我が国へやって来る、渡り鳥の〝つる〟です。頚と

足が長く、胴体は概ね白い色です。「亀 」とともに、古くからめでた

い動物とされています。『万葉集』では、〝たず〟と呼ばれていました。

また、長身痩躯の老人のたとえにも用いられます。漢点字では、「 」

で表されます。

「鶴の一声」

（２２） 亀 キ かめ

動物の〝かめ〟を象った文字です。鶴と一対をなして、めでたい動物

とされています。堅く丈夫な甲羅に包まれていて、長寿の象徴とされて

います。古く中国では、甲羅を火に翳して、吉凶を占いました。漢点字

では、「 」で表されます。

「亀裂」「亀甲」「鶴と亀」

※「互」と「皆」

（２３） 互 ゴ たが‐い

二つのものが噛み合っている形を象った文字です。〝たがい〟と読ん

で、うまく噛み合っていること、協力し合うことを意味しています。漢

点字では、「 」で表されます。

「互恵」「互換性」「互角」「互助会」「相互」「交互「相身互い」

（２４） 皆 カイ みな みんな

この文字は〈比較文字〉ではありません。漢点字の字形が、〈比較文字〉

と同じになりましたので、このように整理してみました。「比 」の下に

「白 」（このテキストには、まだ登場していません）の形の文字です。

従って字形が「 」となりました。上の「比 」は、人が並んでいる

様子を表しています。多くの人が一緒に協力して行う、力を合わせると

いう意味から、〝みな〟の読みが生じました。漢点字では、「 （比）」

と「 （白）」で表されます。

「皆無」「皆勤手当」「皆既日食」

※「凸」と「凹」

（２５） 凸 トツ

ものが突き出した形を象った文字です。漢点字では、「 」で表され

ます。

「凸面体」「凸レンズ」

（２６） 凹 オウ へこ‐む

ものがへこんだ形を象った文字です。漢点字では､｢ ｣で表されます。

「凹面体」「凹凸」「凹レンズ」



こ
の
間
、(

有)

横
浜
ト
ラ
ン
ス
フ

ァ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
）
の
創
業
５
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
が

関
内
駅
前
の
居
酒
屋
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
に
羽
化
の

JR

会
の
２
人
の
仲
間
と
一
緒
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

お
仲
間
は
、
主
と
し
て
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
さ
れ
て

お
ら
れ
る
方
た
ち
で
す
。
そ
の
中
に
最
近
こ
の
仲
間
に
入
ら

れ
た
沢
井
さ
ん
と
い
う
方
が
隣
に
座
ら
れ
ま
し
た
。
彼
は
私

が
も
と
い
た
会
社
に
お
ら
れ
た
そ
う
で
、
シ
ス
テ
ム
開
発
関

係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
か
ら
、
話
が
合
い
ま

す
▼
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
が
仕
事
を
始
め
て
間
も
な
い
頃
、
個
々

の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
実
績
を
集
計
す
る
シ
ス
テ
ム
を
、

私
が
ア
ク
セ
ス
を
使
っ
て
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
シ
ス
テ
ム

の
使
い
勝
手
を
十
分
に
改
良
す
る
余
裕
が
な
い
ま
ま
に
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
そ
こ
か
ら
離
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
▼
そ
の
沢
井
さ
ん
が
そ
れ
を
更
に
改
良
さ
れ
て
、

個
々
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
自
分
の
携
帯
電
話
で
活
動
デ
ー

タ
を
送
信
す
る
と
、
そ
れ
が
事
務
所
の
シ
ス
テ
ム
に
直
接
入

力
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
の
開
発
計
画
の

中
に
も
そ
う
い
う
こ
と
が
入
っ
て
い
た
の
に
、
実
現
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
こ
う
し
て
実
現
し
、
以
前
作
っ
た
シ
ス
テ
ム

が
今
で
も
十
分
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
本
当
に

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

(

木
下

和
久)

編

集

後

記

Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://ukanokai.web.infoseek.co.jp

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は2月15日です。
※本誌(活字版･DAISY版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

－ ２７ －


